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尿管原発未分化小細胞癌の1例
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A CASE OF SMALL CELL CARCINOMA OF THE URETER
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               Seizou Sakanishi 
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   We report a case of primary undifferentiated small cell carcinoma of the ureter. A 62-year-
old man showed gross hematuria. Retrograde pyelography and CT scan revealed a tumor in 
the left ureter. The light microscopic examination revealed small cell carcinoma and transitional 
cell carcinoma. To the best of our knowledge, this is the first report of a small cell carcinoma 
originating in the ureter in Japan. 

                                                (Acta Urol. Jpn. 36: 1455-1458, 1990) 
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緒 言

未分化小細胞癌は肺によくみられる腫蕩であるが肺

以外の臓器にも発生することが知られている1・2).し

か し尿路に発生することは稀 である3-9).今 回尿管原

発と考えられる未分化小細胞癌の1例 を経験したので

報告する.

症

患者=62歳,男 性

主訴:肉 眼的血尿

既往歴=十 二指腸潰瘍

家族歴=特 記すぺきことなし

」極

現 症歴=1989年1月 に 左鼠 径 部 痛 が 出現 し,同 年4

月17日,肉 眼 的血 尿 が 出現 し,翌 日当科 を 受診 した.

膀 胱 鏡検 査 で 異 常所 見 を認 めず,IVPに て 左 無 機 能

腎 が 判 明 し,6月17日 精 査 目的 の ため 入 院 した.

入 院時 検 査 所見=血 液,生 化 学異 常 な し.腫 瘍 マー

ヵ 一TPA288.9ng/ml,CA19-937・3ng/mlと 高値

を 示 した.

尿 所見;蛋 白(一),糖(一),潜 血(1+)・ 尿 沈査

wBclo～14/hpf,RBcIo～14/hp£

入院後検査所見=逆 行性腎孟造影では中部尿管で閉

塞されこれより上部は造影されなかった.経 皮的腎孟

造影では水腎症と上部尿管内の陰影欠損の所見が認め

られた(Fig・1).経 皮腎痩からは血性尿が吸引 され

たが尿細胞診はclass皿 であった.CTで は 左水腎

症と上部尿管の腫瘤を認めた(Fig・2).以 上 の所見

より尿管腫瘍と診断し1989年7月3日 左腎尿管全摘,

膀胱部分切除術,後 腹膜 リンパ節郭清術を施行した.

摘 出標本:腎 孟尿管移行部より約5cmの 範 囲の上

部尿管に最大幅18mmで 表面平滑,灰 白色,広 基性

の腫瘤が存在 した.割 面は灰白色,充 実性で主腫瘤以

外にも少数の小さな腫瘤が認められた(Fig・3).後

腹膜 リンパ節は腫大した リンパ節が存在した.

病理組織学的所見:細 胞質の乏しい小型の未分化な

細胞の密な増成がみ られ未 分化小細胞癌と診断され

た(Fig.4).ま た移行上皮癌の部分も存在した(Fig、

5).後 腹膜 リンパ節は28個 中15個 に小細胞癌の転移を

認めた(T2NlMO).小 細胞癌 と診 断 された ので

NSE染 色,Grimelius染 色,Fontana-Masson染

色を行ったがいずれも陰性であった.電 子顕微鏡検査
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Fig.LRetrogradeandpercutaneouspyelo-

graphyshowsafillingdefectinthe

leftupPerureter・

Y

Fig.2・ CTscanrevealsalowdensitymassin

theleftupPeruretcr・

は行 って い ない.

手 術 後経 過:cisplatin,etoposideに よる化学 療 法

を2ク ー ル施 行 し,1989年9月21日 に退 院 した.UFT

の 内服 投 与 に て経 過 観察 して い るが1990年3月 の時 点

で は 転移,再 発 の所 見 は ない.

考 察

未分化小細胞癌はおもに肺に発生する腫瘍であるが

肺以外にも食道,胃,腸 管,気 管,喉 頭,胆 嚢,唾 液

腺 皮膚,膵 臓,前 立腺,腎,膀 胱等に発生すること

が知 られているD・ 未分化小細胞癌は神経内分泌細胞

(ncuroendocrinecell)由 来 の腫瘍でACTH,

Fig.3.Thegrossappearanceoftheureteral

tumor.Thecolorofthetumorwasgray

anditssurfacewassmooth,notvillous.
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ADH,serotonin,calcitonineな ど の ペ プ チ ド ホ ル
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モ ン,neuronspecificenolase(NSE)等 の酵 素 を

分泌 す る こ とが知 られ て い る10).し か し分 泌 しない も

の も存 在 し,肺 小細 胞 癌 では 何 らか の ペ プ チ ドホ ル モ

ンを 分 泌す る ものは 全 体 の83%iO)と 報 告 され て い る,

血 中に逸 脱 して くるNSEが 高値 を示 す の は71%m

と報告 され て い る.ま た 免 疫 組織 学 的 にNSEで は77

%に 陽性10),Grimelius染 色(好 銀 染 色),Fontana-

Masson染 色(銀 還 元 染色)に 陽性 を 示 す もの が あ る

といわれ て い る.さ て診 断 で あ るがWHO且2>に よれ

ば細胞 は リンパ球 よ り軽 度 大 き く,細 胞 質は 乏 し く,

核 は 円形 また は楕 円形 で 濃 く染 ま り ク ・マチ ンは び ま

ん性 に分 布 し,核 小 体 は不 明瞭 で あ る,と され る.電

子 顕 微鏡 所 見 では 神 経分 泌 穎 粒,大 量のfreeribo-

some,滑 面 小 胞体 と ゴル ジ体 が 粗 面小 胞体 よ り多 く存

在 す る こ とが 挙げ られ て い る.自 験 例 で はNSE染

色,Grimelius染 色,Fontana-Masson染 色 は いず

れ も陰 性.電 子 顕 微鏡 検 査 も行 って お らず穎 粒 を確 認

してい な いが 光 学顕 微 鏡 所 見 よ り未分 化 小 細胞 癌 と診

断 した.尿 路 に未 分 化 小細 胞癌 が 発生 す る組 織 発 生 と

しては 迷入 したneuralcrestcellの 癌 化,rneta-

plasticepithelium内 に あ るmultipotentialepi-

thelialreservecellの 癌 化3)と い う2つ の 説 があ

る.正 常 の 尿路 上皮 に は神 経 内分 泌能 を 持 つ細 胞 は存

在 しない と され るがneuralcrestcellが 尿路 こ迷入

す るこ とは 尿路 にpheochromocytoma,paragangh-

oma,neurofibromaが 発 生 す る こ とか ら確 認 され て

い る4)。 しか し最 近 で は後 者 の説 の方 が 支持 され てい

る.そ の 根 拠 と してOrdonesらe)は 膀胱 原発 の未 分

化 小細 胞 癌5例 中2例 がmetaplasiaの 多 い膀 胱 憩室

か ら発 生 した こ と,お よび組 織 学 的 に移 行 上 皮癌,腺

癌 の要 素 も持 つ 例 が存 在 す る こ とを 挙げ て い る.治 療

に つ いて は肺 小 細 胞癌 に 対 して斉 藤 ら13)はcisplatin

(80mg/m2,i.v.,dayl)十etoposide(125mg/m2,

i.v.,day2,4and6)に よ る 化 学療 法 を施 行 して 初

回寛 解導 入 療 法 と して の み な らず,従 来 の 化学 療 法 施

行 後 の症 例 に対 して も有 効 な治療 法 であ った と述 べ て

い る.Klasterskyら14)はcisplatin(60mg/m2,i・v・,

dayl)十adriamycin(45mg/m2,i・v・,dayI)十

etoposide(120mg/m2,i.v.,dayl,2and3)に ょ

る化学 療 法 を施 行 して完 全 寛解 率 は23%,部 分寛 解 率

は59%で あ った と報 告 して い る.さ て泌 尿 器科 領 域 で

は腎 原 発 小細 胞癌 はCapellaらDが 初 め て 報 告 し,

Tetuら5)は3例 を報 告 して い る.膀 胱 原 発 はCramer

ら4)が 初 め て 報 告 し,そ れ 以 後 報 告 例 が 散 見 さ れ

る6-8),本 邦 で は 岩村 ら9)が1例 報 告 して い るの み であ

TableL腎 孟管原発尿小細胞癌

1457

No.報 告者 年 年齢 性別 症状 部 位 組 織

右腎孟尿1Netsonら198372男性 血尿
管移行 部

2自 験例198962男 性'血 尿 左尿管

小細胞癌+
移行上皮癌

小細胞癌+
移行上皮描

る.腎 孟尿管原発の未分化小細胞癌はわれわれが検索

した限りではOrdonezら3)の1例 のみであった(Ta-

blel).両 者 とも組織学的に小細胞癌と移行上皮癌が

混在するという共通点が見られた.

結 語

62歳 男性に発生した本邦第1例 目と考えられる尿管

原発未分化小細胞癌の1例 を報告した.
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